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こ
の
巻
の
内
容
は
藩
政
時
代
の
終
わ
り
明
治
維
新
へ
の
移
行
期
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
昭
和
五
十
五
年
ま
で
を
原
則
と
し
た
が
名
簿

な
ど
簡
単
な
も
の
に
つ
い
て
は
同
六
十
一
年
ま
で
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

稿
の
運
び
と
な
っ
た
。

そ
の
編
集
方
針
の
う
ち
で
、
特
に
町
民
の
た
め
の
町
史
に
す
る
た
め
、
文
章
表
現
、
常
用
漢
字
、
現
代
仮
名
づ
か
い
な
ど
に
留
意

し
て
親
し
ゑ
や
す
い
も
の
と
し
、
ま
た
、
上
巻
発
行
の
と
き
批
判
の
あ
っ
た
地
域
の
格
差
を
な
く
す
る
よ
う
格
別
の
配
慮
が
な
さ
れ

た
。
し
か
し
資
料
の
存
在
が
一
部
地
域
に
偏
っ
て
い
る
と
記
述
も
こ
れ
に
影
響
す
る
場
合
が
あ
る
の
も
や
む
を
得
な
か
っ
た
。

何
分
、
県
下
で
も
例
の
少
な
い
町
内
の
素
人
ば
か
り
の
十
一
人
に
よ
る
合
作
は
、
分
担
を
細
か
く
分
け
て
い
た
と
は
い
え
重
複
す

る
個
所
や
、
反
対
に
欠
け
た
り
し
て
い
る
所
が
多
か
っ
た
。
ま
た
文
章
表
現
や
文
態
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
四
人
の
監
修
委
員
を

選
任
し
て
過
不
足
を
補
い
つ
つ
、
史
実
の
再
調
査
、
文
章
表
現
、
誤
字
脱
字
な
ど
に
ま
で
手
を
加
え
た
ｏ
そ
れ
を
更
に
石
原
が
担
当

つ
な

し
て
原
稿
と
原
稿
の
間
に
繋
ぎ
の
文
章
を
入
れ
た
り
、
文
態
を
統
一
す
る
た
め
加
筆
す
る
な
ど
再
校
正
を
行
っ
た
。

こ
う
し
て
出
来
上
っ
た
原
稿
を
県
立
図
書
館
の
広
谷
喜
十
郎
先
生
に
校
閲
し
て
頂
き
、
再
び
手
直
し
を
加
え
て
本
年
一
月
末
に
脱

決
め
て
執
筆
作
業
に
入
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
三
月
大
豊
町
史
の
上
巻
と
も
い
う
べ
き
古
代
中
世
編
が
刊
行
さ
れ
て
七
年
を
経
た
同
五
十
六
年
に
、
下
巻
と
な
る

近
代
現
代
編
の
上
梓
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
二
年
間
の
準
備
期
間
が
あ
っ
た
の
で
、
実
際
に
調
査
及
び
資
料
収
集
の
作
業
に
入
っ

た
の
は
同
五
十
八
年
四
月
か
ら
で
あ
っ
た
。

以
来
十
一
名
の
編
集
委
員
が
資
料
の
収
集
整
理
を
進
め
る
一
方
で
十
項
目
に
わ
た
る
編
集
基
本
方
針
を
た
て
、
各
委
員
の
分
担
を

あ
と
が
き
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上
巻
（
古
代
近
世
編
）
が
口
絵
そ
の
他
合
わ
せ
て
約
八
百
頁
で
あ
っ
た
の
で
、
せ
め
て
九
百
頁
位
は
と
思
っ
て
い
た
が
書
き
初
め

て
見
る
と
、
史
に
誌
的
な
も
の
ま
で
加
え
て
千
二
百
頁
を
超
え
る
膨
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
想
を
起
し
て
六
年
と
は
い
え
、
実
際
に

は
資
料
収
集
に
一
年
、
執
筆
に
二
年
、
監
修
校
正
に
一
年
と
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
暗
中
模
索
状
態
の
私
達
に
は
難
行
苦
行
の
連
続

で
あ
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
推
敵
す
る
個
所
が
多
く
、
よ
り
完
全
な
も
の
を
求
め
て
焦
り
、
時
日
の
不
足
を
嘆
い
て
い
た
と
ぎ
、
広
谷
先
生
が
お
っ

し
ゃ
ら
れ
た
「
町
史
は
悠
久
な
時
の
流
れ
の
中
の
一
里
塚
で
あ
る
。
」
と
い
う
詞
に
忽
然
と
得
る
処
が
あ
っ
た
。

と
も
す
れ
ば
挫
け
よ
う
と
す
る
私
達
を
絶
え
ず
支
え
、
励
ま
し
て
下
さ
っ
た
地
元
の
御
協
力
者
と
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
下
さ

っ
た
方
々
の
御
芳
名
を
記
し
紙
上
を
籍
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
文
献
に
つ
い
て
は
大
体
文
中
で
そ
れ
ぞ
れ
お
断
り
し
て
あ
る
も
の
の
、
脱
落
が
あ
れ
ば
申
し
訳
な
い

の
で
一
括
末
尾
に
記
し
て
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。
こ
の
ほ
か
の
資
料
集
、
古
文
書
類
、
新
聞
、
雑
誌
、
日
記
等
は
文
中
の
舌
代

を
も
っ
て
お
礼
に
代
え
、
こ
こ
に
は
割
愛
さ
せ
て
頂
い
た
。

最
後
に
本
書
の
印
刷
製
本
に
あ
た
り
上
巻
の
と
ぎ
か
ら
終
始
一
貫
し
て
献
身
的
な
協
力
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
第
一
法
規
出
版
株

式
会
社
の
方
為
に
も
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
て
筆
を
欄
き
た
い
。

昭
和
六
十
二
年
七
月
一
日

文
責
石
原
正
恒
記

、、
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参
考
文
献

（
書
名
）

高
知
県
史

高
知
県
史
近
代
編

高
知
県
百
科
辞
典

学
制
百
年
史

近
代
高
知
県
教
育
史

戦
後
日
本
教
育
史

日
本
歴
史

日
本
の
歴
史

日
本
の
歴
史
（
明
治
維
新
）

日
本
歴
史
シ
リ
ー
ズ

日
本
史
叢
書
（
産
業
史
）

近
代
日
本
史

高
知
県
警
察
史

高
知
藩
教
育
沿
革
取
調

明
治
維
新
教
育
史

戦
後
高
知
県
教
育
史

高
知
県
農
地
改
革
史

昭
和
史
事
典

日
本
医
籍
録

逓
信
六
十
年
誌

逓
信
余
話

四
国
逓
信
百
話

（
編
著
者
名
ま
た
は
発
行
所
名
）

高
知
県
史
編
纂
委
員
会

高
知
県

高
知
新
聞
社

文
部
省

高
知
県
教
育
研
究
所

大
田
尭
著

岩
波
書
店

中
央
公
論
社

読
売
新
聞
社

世
界
文
化
社

山
川
出
版
社

国
文
社

高
知
県
警
察
史
編
集
委
員
会

高
知
藩

弘
文
館

高
知
県
教
育
委
員
会

高
知
県
農
地
改
革
史
編
集
委
員
会

講
談
社

東
京
医
事
時
論
社

逓
信
六
十
年
誌
編
集
委
員
会

通
信
教
育
振
興
会

四
国
郵
政
局

本
山
町
史

郵
便
風
土
記

四
国
銀
行
百
年
史

高
知
相
互
銀
行
五
十
年
史

四
国
建
設
局
二
十
年
史

四
国
鉄
道
七
十
年
史

高
知
県
町
村
合
併
史

高
知
県
農
業
協
同
組
合
史

高
知
県
の
林
業

森
林
組
合
制
度
の
解
説

農
業
試
験
場
六
十
年
史

蚕
業
普
及
の
歩
み

農
学
大
辞
典

土
佐
の
冠
婚
葬
祭

耳
た
ぶ
と
伝
承

仏
ト
ン
ボ
去
来

ふ
る
さ
と
早
明
浦

四
国
電
信
電
話
事
業
史

西
峰
の
流
れ

土
佐
山
田
町
史

大
野
見
村
史

文
部
省
と
日
教
組

青
少
年
団
体
史

日
高
村
史

本
山
町
教
育
委
員
会

逓
信
新
報
社

四
国
銀
行

高
知
相
互
銀
行

四
国
建
設
局

国
鉄

町
村
合
併
史
編
集
委
員
会

高
知
県
農
協
中
央
会

高
知
県

全
国
森
林
組
合
連
合
会

高
知
県
農
業
試
験
場

蚕
業
改
良
普
及
事
業
二
十
周
年
記
念
会

養
賢
堂

岩
井
信
子
著

桂
井
和
雄
著

桂
井
和
雄
著

川
村
千
恵
子

四
国
電
気
通
信
局

山
本
駿
次
郎
著

土
佐
山
田
教
育
委
員
会

大
野
見
村

永
井
道
雄
著

高
知
文
教
協
会

日
高
村
教
育
委
員
会
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・
町
外
の
部

和
田
隆

重
森
幸

徳
岡

橋
本
景

朝
倉
慶

三
谷
啓

佐
藤
幹

・
町
内
の
部

飯
田
正
福
（
高
須
）

小
笠
原
仁
（
県
立
農
試
）

宮
内
浪
男
（
葛
原
）

徳
弘
福
盛
（
川
口
）

宮
内
正
章
（
葛
原
）

森
下
明
利
（
津
家
）

吉
川
鶴
次
（
杉
）

佐
を
木
昭
十
郎
（
高
須
）

門
脇
幸
男
（
中
村
大
王
）

本
山
茂
保
（
立
川
）

高
田
治
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
嶺
北
杉
）

町
史
資
料
提
供
者
及
び
協
力
者
録
（
順
序
不
同
）

明
（
大
川
村
）

雄
（
四
国
電
力
Ｋ
Ｋ
）

昇
（
土
佐
山
田
町
繁
藤
）

行
（
高
知
市
）

景
（
高
知
市
）

保
（
高
知
市
）

雄
（
土
佐
山
田
町
）

永
野
恒
祥
（
杉
）

秋
山
徳
郎
（
穴
内
）

秋
山
邦
喜
（
穴
内
）

平
尾
俊
一
郎
（
礎
谷
）

上
村
広
光
（
上
桃
原
）

桑
名
賀
重
（
梶
ヶ
内
）

都
築
茂
（
大
平
）

下
村
尭
基
（
岩
原
）

森
下
蕃
雄
（
大
久
保
）

島
崎
茂
子
（
西
土
居
）

三
村
悦
子
（
上
東
）

北
村
留
子
（
柳
野
）

高
木
叡
郎
（
沖
）

三
谷
勇
太
郎
（
大
畑
井
）

豊
永
英
光
（
落
合
）

上
村
賀
広
（
柚
木
）

三
谷
晴
喜
（
大
畑
井
）

三
谷
武
〆
昭
（
川
井
）

田
内
総
一
郎
（
粟
生
）

高
橋
康
彦
（
落
合
）

平
石
徳
太
郎
（
落
合
）

大
坪
義
雄
（
川
井
）

門
田
淳
子
（
大
平
）

小
笠
原
秀
喜
（
立
野
）

上
村
嘉
子
（
落
合
）

大
家
正
仁
（
東
土
居
）

豊
永
幸
利
（
落
合
）

吉
田
俊
郎
（
東
土
居
）

森
本
一
男
（
柚
木
）

都
築
弘
身
（
中
屋
）

石
川
靖
朗
（
立
川
）

大
石
秀
喜
（
粟
生
）

秋
本
勝
美
（
舟
戸
）

小
笠
原
昭
八
（
粟
生
）

上
村
賀
麿
（
柚
木
）

石
川
博
文
（
舟
戸
）

山
崎
義
高
（
馬
瀬
）

杉
本
保
（
杉
）

野
島
霞
（
杉
）

其
他
町
内
官
公
署
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専
門
委
員
会

大
豊
町
史
編
纂
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

北渡

辺
盛
男

村
寿
夫
‐
一

委
員
長
都

副
委
員
長
石

委
員
都

″
上事

務
局

〃ノ 〃 ﾉ 〃〃ノノ〃ノノ

村築原築

建
康
（
執
筆
監
修
）

正
恒
（
執
筆
監
修
文
責
）

貫
一
郎
（
執
筆
監
修
）

聖
文
（
″
〃
）

岡
林
大
佐
美
（
執
筆
）

高
橋
俊
郎
（
〃
）

徳
弘
秀
綱
（
〃
）

久
保
斉
（
〃
）

桑
名
啓
三
郎
（
〃
）

上
村
芳
郎
（
〃
）

前
田
波
穂
（
〃
）

近今石山重永

藤井川崎森森

育達靖博元信

良
（
教
育
長
）

亀
（
前
教
育
長
）

資
（
中
央
公
民
館
長
）

朗
（
前
中
央
公
民
館
長
）

也
（
中
央
公
民
館
主
事
）

子
（
筆
耕
）
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